
������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

令
和
３
年
度
の
政
府
予
算

案
は
１２
月
２１
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
、
水
産
関
係
予
算
の
概

算
決
定
額
は
、
一
般
会
計
合

計
で
１
９
２
８
億
円
と
な

り
、
１２
月
１５
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
令
和
２
年
度
第
３
次

補
正
予
算
の
１
１
３
６
億
円

を
加
え
る
と
３
０
６
５
億
円

と
な
り
、
３
年
連
続
で
３
０

０
０
億
円
を
超
え
た
。
こ
の

う
ち
、公
共
予
算
は
、第
３
次

補
正
・
当
初
合
わ
せ
て
１
０

９
５
億
円
、
非
公
共
予
算
は

１
９
７
０
億
円
と
な
っ
た
。

水
産
基
盤
整
備
事
業
予
算

は
、
平
成
２９
年
３
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
の
最
終
年
度
に
お

け
る
着
実
な
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
水
産
改
革
と
連
動

し
た
水
産
基
盤
整
備
を
行
う

た
め
の
予
算
が
確
保
さ
れ
て

い
る
。
令
和
３
年
度
水
産
基

盤
整
備
事
業
予
算
の
概
算
決

定
額
（
通
常
分
）
は
、
７
２

６
億
７
百
万
円
（
対
前
年
度

比
１
０
２
・
１
％
）
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
漁
港
海
岸
及
び

災
害
復
旧
の
予
算
を
加
え
た

水
産
関
係
公
共
予
算
は
７
６

２
億
３
百
万
円
と
な
り
、
ま

た
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速

化
対
策
が
閣
議
決
定
し
た
こ

と
に
伴
い
、
そ
の
経
費
と
し

て
初
年
度
分
が
令
和
２
年
度

第
３
次
補
正
予
算
に
盛
り
込

ま
れ
、
水
産
基
盤
整
備
事
業

で
２
３
０
億
円
、

漁
港
海
岸
事
業
で

６
億
円
が
確
保
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、

第
３
次
補
正
予
算

で
は
水
産
基
盤
整

備
事
業
に
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
等
関
連
対
策
と

し
て
５０
億
円
が
確

保
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
農
山

漁
村
地
域
整
備
交

付
金
（
水
産
関
係

分
）
が
予
算
計
上

さ
れ
て
い
る
。

水
産
基
盤
の
整

備
、
漁
港
機
能
の

再
編
・
集
約
化
と

強
靱
化
の
主
な
内

容
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
水
産
基
盤
整
備

事
業

○
産
地
市
場
の
再

編
や
養
殖
適
地
の

確
保
等
の
水
産
改

革
と
連
動
し
た
水

産
基
盤
の
整
備
の

ほ
か
、
衛
生
管
理

対
策
、
水
産
資
源

の
回
復
対
策
、
漁

業
地
域
の
地
震
・

津
波
・
台
風
対
策
、
漁
港
施

設
の
長
寿
命
化
等
の
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靭
化
対
策
、

漁
村
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進

○
新
規
・
拡
充
事
項

・
港
湾
背
後
に
お
け
る
水
産

物
流
通
機
能
の
強
化
（
拡
充
）

水
産
物
流
通
を
多
く
取
扱
う

港
湾
に
お
い
て
、
一
貫
し
た

衛
生
管
理
の
下
、
港
湾
管
理

者
が
行
う
岸
壁
等
の
整
備
と

一
体
的
に
機
能
す
る
衛
生
管

理
型
市
場
（
荷
さ
ば
き
所
）、

製
氷
施
設
、
加
工
施
設
（
冷

凍
施
設
）
等
の
整
備
を
推
進

・
水
産
物
流
通
の
拠
点
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
推
進

（
拡
充
）
情
報
処
理
施
設
（
自

動
計
量
器
等
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
高
速
通
信

等
）
を
岸
壁
や
荷
さ
ば
き
所

等
と
一
体
的
に
整
備

・
漁
港
施
設
の
効
率
的
な
維

持
管
理
の
促
進
（
拡
充
）「
高

度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば
き

所
」
の
機
能
保
全
対
策
を
補

助
対
象
化

・
拠
点
漁
港
等
に
お
け
る
流

通
関
連
施
設
の
非
常
電
源
確

保
対
策
（
拡
充
）
荷
さ
ば
き

所
等
の
流
通
関
連
施
設
の
主

要
電
源
喪
失
時
で
も
、
電
力

供
給
を
可
能
と
す
る
非
常
時

の
電
源
確
保
を
図
る
整
備
の

推
進

・
養
殖
業
成
長
産
業
化
に
向

け
た
生
産
拠
点
の
一
体
的
整

備
（
新
規
）
養
殖
生
産
拠
点

等
に
お
け
る
生
産
力
の
向
上

を
図
る
た
め
の
陸
上
種
苗
生

産
施
設
や
品
質
管
理
の
強
化

の
た
め
漁
港
施
設
用
地
へ
の

屋
根
整
備
等
を
推
進

・
海
洋
環
境
の
変
動
に
対
応

し
た
漁
場
整
備
の
展
開
（
拡

充
）
水
産
資
源
を
育
む
水
産

環
境
保
全
・
創
造
事
業
に
お

い
て
、
新
た
に
「
環
境
変
動

対
策
」
を
位
置
づ
け
、
試
験

礁
の
設
置
等
の
実
証
試
験
の

実
施
及
び
こ
れ
に
伴
う
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
実
施
を
支
援

・
漁
村
に
お
け
る
防
災
・
生

活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
強
化

（
新
規
）
漁
村
整
備
事
業
の

創
設
に
よ
り
漁
業
集
落
排
水

施
設
や
避
難
地
等
を
計
画
的

・
集
中
的
に
整
備

②
漁
港
の
機
能
増
進
・
漁
村

の
交
流
促
進

○
漁
港
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
の

最
大
化
を
図
り
つ
つ
、
漁
村

の
活
力
を
高
め
て
い
く
と
と

も
に
、
水
産
改
革
に
即
し
た

水
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向

け
、
就
労
環
境
の
改
善
、
漁

港
利
用
者
の
安
全
性
の
向

上
、
増
養
殖
施
設
と
い
っ
た

漁
港
施
設
の
有
効
活
用
等
に

資
す
る
施
設
の
整
備
等
を
支

援
す
る
ほ
か
、
新
た
に
水
産

物
の
流
通
高
度
化
や
漁
港
の

災
害
対
応
力
の
強
化
に
資
す

る
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
漁

村
の
交
流
人
口
の
増
大
を
見

据
え
た
対
策
を
推
進

③
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付

金○
地
方
の
裁
量
に
よ
っ
て
実

施
す
る
農
林
水
産
業
の
基
盤

整
備
（
漁
村
環
境
整
備
を
含

む
。
）
や
農
山
漁
村
の
防
災

・
減
災
対
策
に
必
要
な
交
付

金
を
交
付

④
海
岸
防
災
等
の
対
策

漁
港
海
岸
事
業
（
公
共
）
の

概
算
決
定
額
は
２４
億
４９
百
万

円
（
対
前
年
比
２
５
８
・
１

％
）
と
な
っ
た
。

漁
港
海
岸
事
業
は
、
海
岸

法
に
基
づ
き
、
国
土
の
保
全

を
目
的
と
し
て
、
高
潮
、
津

波
、
波
浪
及
び
侵
食
に
よ
る

被
害
か
ら
海
岸
を
防
護
す
る

た
め
、
海
岸
保
全
施
設
の
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
主

な
内
容
と
し
て
は
、

・
国
土
保
全
上
特
に
重
要
な

地
域
を
対
象
に
、
高
潮
、
津

波
、
波
浪
及
び
侵
食
に
よ
る

浸
水
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
海
岸
保
全
施
設
の
新
設

又
は
改
良
を
行
う
。

・
大
規
模
地
震
や
高
潮
の
リ

ス
ク
が
高
く
、
重
要
な
背
後

地
を
抱
え
る
地
域
や
、
水
産

物
の
生
産
・
流
通
上
重
要
な

地
域
の
海
岸
堤
防
等
を
対
象

に
、
河
川
事
業
等
の
他
事
業

と
の
連
携
等
に
よ
り
、
津
波

や
高
潮
に
よ
る
壊
滅
的
な
被

害
を
回
避
す
る
た
め
の
対
策

を
計
画
的
・
集
中
的
に
実
施

す
る
。

・
大
規
模
地
震
や
高
潮
の
リ

ス
ク
が
高
く
、
重
要
な
背
後

地
を
抱
え
る
地
域
の
水
門
、

排
水
機
場
等
を
対
象
に
、
大

規
模
改
修
を
計
画
的
・
集
中

的
に
実
施
す
る
。

・
新
た
に
、
津
波
到
達
ま
で

の
予
想
時
間
が
短
く
重
要
な

背
後
地
を
抱
え
る
地
域
の
海

岸
堤
防
等
を
対
象
に
、
津
波

対
策
を
計
画
的
・
集
中
的
に

実
施
す
る
。

ま
た
、
海
岸
堤
防
等
の
防

災
・
減
災
対
策
（
公
共
）
と

し
て
初
年
度
分
６
億
円
が
令

和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算

に
計
上
さ
れ
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
等
の
大
規
模
地
震
に
よ

る
津
波
や
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
の
高
潮
・
高
波
な
ど
の
災

害
リ
ス
ク
が
高
く
、
重
要
な

背
後
地
を
抱
え
る
地
域
に
お

い
て
、
堤
防
・
護
岸
等
の
新

設
・
改
良
等
に
よ
る
事
前
防

災
対
策
を
加
速
化
す
る
。

⑤
漁
港
関
係
等
災
害
復
旧
事

業・
台
風
・
地
震
等
に
よ
り
被

災
し
た
漁
港
施
設
や
海
岸
保

全
施
設
等
の
速
や
か
な
復
旧

等
を
実
施
・
支
援
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昨
年
末
に
令
和
２
年
度
第
３
次

補
正
予
算
案
及
び
令
和
３
年
度
予

算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
予
算
案
編
成
過
程
で
は
、
貴

協
会
会
員
皆
様
の
ご
支
援
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

予
算
成
立
後
は
、
関
係
予
算
を

フ
ル
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
禍
や
不
漁

問
題
の
長
期
化
の
中
で
も
水
産
業

の
成
長
産
業
化
の
加
速
化
を
目
指

し
ま
す
。
本
稿
で
は
、
漁
港
漁
場

整
備
部
関
係
予
算
案
の
特
徴
的
な

事
項
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
浜
の
活
力
再
生
を
図
る

た
め
、
漁
業
所
得
の
向
上
や
水
産

業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
施
設
整

備
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
先
導
す

る
漁
協
の
経
営
・
事
業
改
善
を
図

る
た
め
、
先
進
地
視
察
、
販
売
促

進
活
動
、
各
種
の
実
証
や
計
画
策

定
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

例
え
ば
、

漁
協
で
は
、
抱
え
る
老
朽
化
・
遊

休
化
施
設
の
利
活
用
や
処
分
が
課

題
と
伺
い
ま
し
た
。
漁
港
漁
村
に

あ
る
施
設
や
用
地
を
有
効
活
用
し

て
い
く
こ
と
は
、
漁
村
活
性
化
の

た
め
に
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
の
検
討
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
水
産
庁
で
は
、
遊
休
化
し

た
施
設
や
用
地
・
水
域
を
直
販
施

設
や
養
殖
施
設
等
に
活
用
す
る
「
漁

港
フ
ル
活
用
」
の
取
組
を
進
め
て

お
り
、
漁
港
施
設
の
積
極
的
な
有

効
活
用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
遊
休
地
を
活
用
し
た
野
積

み
場
や
避
難
地
、
緑
地
・
広
場
の

整
備
、
あ
る
い
は
、
水
産
物
の
運

搬
や
流
通
・
荷
捌
き
を
効
率
化
で

き
る
よ
う
冷
凍
冷
蔵
施
設
や
加
工

施
設
の
集
約
化
を
図
る
た
め
、
民

有
地
を
含
め
た
用
地
の
区
画
の
整

理
を
支
援
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活

用
下
さ
い
。

漁
村
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
交
流
人
口
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
に
よ
り
関
係
人
口
は
増

加
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
漁
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
向

上
す
る
た
め
、
当
初
予
算
に
お
い

て
、
新
た
に
、
交
流
人
口
の
増
加

に
向
け
た
施
設
整
備
や
取
組
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
集
中

的
に
漁
業
集
落
排
水
施
設
や
避
難

路
等
を
整
備
で
き
る
よ
う
、

漁
村
整
備
事
業
（
補
助
事

業
）
を
創
設
し
ま
す
。

輸
出
促
進
及
び
養
殖
業

の
成
長
産
業
化
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
、
港
湾
背
後
に
お
い

て
衛
生
管
理
型
市
場
や
冷
凍
施
設

を
、
ま
た
養
殖
生
産
拠
点
に
お
い

て
養
殖
用
種
苗
生
産
施
設
等
の
整

備
を
水
産
基
盤
整
備
事
業
で
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
地
域
の
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
を
加
速

化
す
る
た
め
、
補
助
事
業
の
拡
充

を
図
り
海
岸
災
害
対
策
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
５
か
年
計
画
に
基

づ
き
拠
点
漁
港
や
離
島
航
路
を
有

す
る
漁
港
の
施
設
強
化
を
推
進
し

ま
す
。

加
え
て
、
水
産
業
の
成
長
産
業

化
に
資
す
る
よ
う
漁
港
機
能
を
増

進
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
補
正
予

算
に
計
上
す
る
と
と
も
に
、
三
年

度
予
算
を
活
用
し
新
た
に
漁
港
の

流
通
高
度
化
や
災
害
対
応
力
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

皆
様
の
意
見
を
踏
ま
え
浜
の
実
情

に
沿
う
よ
う
改
善
し
て
い
ま
す
が
、

事
業
の
効
率
化
を
一
層
図
る
た
め
、

引
き
続
き
ご
意
見
を
頂
け
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
最
後
に
、
地

方
公
共
団
体
、
ま
た
水
産
業
関
係

者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
活
用
し
漁
村
活

性
化
を
推
進
し
て
頂
け
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和３年１月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人 公益社団法人 全国漁港漁場協会

橋 本 牧

東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階

電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円

（会員の購読料は会費の中に含む）

漁港は
魚の保育園

水
産
基
盤
整
備
事
業
は
７
２
６
億
円
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漁
村
活
性
化
を
加
速
化
す
る
予
算

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長

山
本
竜
太
郎

漁 港 漁 場 月 報

令和３年度概算決定 水産基盤整備事業の概要
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令和３年度災害復旧事業予算概算決定の概要

漁港漁場整備部関係 令和３年度予算概算決定及び令和２年度第３次補正予算の概要

漁 港 漁 場 月 報

令和３年度漁港海岸事業予算概算決定の概要
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令
和
３
年
度
水
産
関
係
の

非
公
共
予
算
は
、
令
和
２
年

度
第
３
次
補
正
予
算
と
併
せ

て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
揺
る
が

な
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

構
築
の
た
め
の
対
策
を
財
政

的
に
支
援
す
る
措
置
と
し
て

公
共
予
算
と
共
に
必
要
額
が

確
保
さ
れ
た
。

予
算
の
柱
立
て
は
、
新
た

な
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
の
着

実
な
実
施
、
コ
ロ
ナ
禍
や
不

漁
の
長
期
化
の
中
で
の
成
長

産
業
化
の
加
速
化
に
向
け
た

重
点
的
な
支
援
、
競
争
力
の

あ
る
加
工
・
流
通
構
造
の
確

立
と
水
産
物
の
需
要
喚
起
、

漁
業
取
締
体
制
の
増
強
、
国

境
監
視
機
能
等
の
多
面
的
機

能
の
発
揮
、
捕
鯨
対
策
等
で
、

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
の

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
主
要
な
も
の
と
し
て

は
、

一
、
新
た
な
資
源
管
理
シ
ス

テ
ム
の
着
実
な
実
施

①
資
源
調
査
・
評
価
の
充
実

と
新
た
な
数
量
管
理
の
導
入

等
の
推
進
と
し
て
、
資
源
調

査
・
評
価
の
拡
充
の
た
め
に

資
源
評
価
の
対
象
魚
種
の
拡

大
や
資
源
評
価
の
精
度
向

上
、
水
産
庁
漁
業
調
査
船
「
開

洋
丸
」
の
最
新
調
査
機
器
を

導
入
し
た
代
船
建
造
等
に
８７

億
円
、
ス
マ
ー
ト
水
産
業
に

よ
る
漁
獲
情
報
の
収
集
強
化

の
た
め
に
電
子
的
な
収
集
体

制
の
強
化
等
に
２６
億
円
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
・
Ｉ
Ｑ
の
導
入
に
向
け

て
、
そ
の
前
提
と
な
る
混
獲

回
避
等
の
技
術
開
発
や
数
量

管
理
に
向
け
た
漁
業
者
の
取

組
の
支
援
等
に
８
億
円

②
漁
業
経
営
安
定
対
策
の
強

化
と
し
て
、
漁
業
収
入
安
定

対
策
（
積
立
ぷ
ら
す
）
の
基

金
の
積
み
増
し
に
９
０
２
億

円
等

二
、
コ
ロ
ナ
禍
や
不
漁
の
長

期
化
の
中
で
の
成
長
産
業
化

の
加
速
化
に
向
け
た
重
点
的

な
支
援

①
漁
業
・
漁
村
を
支
え
る
人

材
の
育
成
・
確
保
と
し
て
、

漁
業
現
場
で
の
長
期
研
修
を

通
じ
た
就
業
・
定
着
促
進
や

就
職
氷
河
期
世
代
の
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
（
学
び
直
し
）
受

講
の
支
援
等
に
８
億
円

②
人
手
不
足
解
消
の
た
め
の

水
産
業
労
働
力
確
保
緊
急
支

援
事
業
に
６
億
円

③
沿
岸
漁
業
の
競
争
力
強
化

と
し
て
、
浜
の
活
力
再
生
・

成
長
促
進
交
付
金
７２
億
円
、

漁
船
等
の
リ
ー
ス
方
式
に
よ

る
導
入
支
援
９９
億
円
、
水
産

業
競
争
力
強
化
の
た
め
の
機

器
等
導
入
支
援
４０
億
円

④
沖
合
・
遠
洋
漁
業
の
競
争

力
強
化
と
し
て
、
高
性
能
漁

船
や
居
住
性
・
安
全
性
・
作

業
性
の
高
い
漁
船
の
導
入
手

法
等
の
実
証
の
取
組
を
推
進

す
る
漁
業
構
造
改
革
総
合
対

策
事
業
（
も
う
か
る
漁
業
）

に
８２
億
円

⑤
養
殖
業
の
成
長
産
業
化
と

し
て
、
大
規
模
な
沖
合
養
殖

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
型
養
殖
の
導
入

や
、
新
技
術
を
用
い
た
協
業

化
の
促
進
等
に
よ
る
収
益
性

向
上
の
実
証
等
の
取
組
の
支

援
に
８２
億
円
の
内
数
等

⑥
内
水
面
及
び
さ
け
・
ま
す

等
栽
培
資
源
総
合
対
策
に
１４

億
円

⑦
漁
協
の
経
営
・
事
業
改
善

の
取
組
推
進
と
し
て
、
広
域

浜
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
、
収
入

向
上
・
コ
ス
ト
削
減
の
実
証

的
取
組
の
支
援
等
に
１３
億
円

な
ど

三
、
競
争
力
の
あ
る
加
工
・

流
通
構
造
の
確
立
と
水
産
物

の
需
要
喚
起

①
水
産
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
生
産
性
向
上
と
し
て
、
生

産
・
加
工
・
流
通
・
販
売
が

連
携
し
一
体
と
な
っ
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を

支
援
等
１２
億
円

②
特
定
水
産
物
供
給
平
準
化

事
業
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
伴
う
水
産
物
の
在
庫
の

滞
留
を
踏
ま
え
、
そ
の
保
管

料
、
運
搬
料
等
の
支
援
５
億

円な
ど

四
、
漁
業
取
締
体
制
の
増
強
、

国
境
監
視
機
能
等
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
、
捕
鯨
対
策

①
外
国
漁
船
の
違
法
操
業
等

に
対
す
る
漁
業
取
締
体
制
の

強
化
１
８
０
億
円

②
水
産
多
面
的
機
能
の
発
揮

と
し
て
、
漁
業
者
等
が
行
う

藻
場
・
干
潟
の
保
全
や
国
境

監
視
、
災
害
対
応
や
、
離
島

の
漁
業
者
が
共
同
で
取
り
組

む
漁
場
の
生
産
力
向
上
の
た

め
の
取
組
等
４３
億
円

③
捕
鯨
対
策
５１
億
円

な
ど

五
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
・

生
業
（
な
り
わ
い
）
の
再
生

①
福
島
県
農
林
水
産
業
再
生

総
合
事
業
と
し
て
、
海
外
を

含
む
農
林
水
産
物
の
販
路
拡

大
と
需
要
の
喚
起
、
風
評
の

払
拭
等
を
総
合
的
に
支
援
４７

億
円
（
復
興
庁
計
上
）

②
復
興
水
産
加
工
業
等
販
路

回
復
促
進
事
業
と
し
て
、
水

産
加
工
業
の
販
路
回
復
に
必

要
な
個
別
指
導
、
セ
ミ
ナ
ー

等
の
開
催
、
加
工
機
器
の
整

備
等
の
支
援
１１
億
円
（
復
興

庁
計
上
）

（
注
）
金
額
は
、
令
和
３
年

度
当
初
予
算
、
令
和
２
年
度

第
３
次
補
正
予
算
、
令
和
２

年
度
予
備
費
の
合
計
額
。

令
和
２
年
度
第
３
次
補
正

予
算
の
う
ち
、
水
産
関
係
は
、

コ
ロ
ナ
禍
や
不
漁
問
題
の
長

期
化
の
中
で
の
水
産
業
の
成

長
産
業
化
の
加
速
化
（
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」
の

着
実
な
実
施
）
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
向
け
た
新
た
な
資
源

管
理
の
着
実
な
実
行
と
漁
業

経
営
の
安
定
、
外
国
漁
船
対

策
等
、
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
、
災
害
か
ら
の
復
旧

・
復
興
等
の
対
策
に
総
額
１

１
３
６
億
円
が
計
上
さ
れ

た
。
う
ち
公
共
事
業
関
係
は
、

水
産
基
盤
整
備
事
業
や
災
害

復
旧
事
業
等
（
水
産
関
係
分
）

を
含
み
３
３
２
・
８
億
円
を

計
上
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
第
３
次
補
正

予
算
の
概
要
は
次
の
通
り
。

一
、
コ
ロ
ナ
禍
や
不
漁
問
題

の
長
期
化
の
中
で
の
水
産
業

の
成
長
産
業
化
の
加
速
化

○
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急

事
業‥

２
８
８
億
円

・
漁
業
構
造
改
革
総
合
対
策

事
業
６３
億
円

・
水
産
業
競
争
力
強
化
の
た

め
の
漁
船
導
入
に
対
す
る
対

策
（
広
域
浜
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
漁
船

の
導
入
）‥

９５
億
円

・
水
産
業
競
争
力
強
化
の
た

め
の
機
器
等
導
入
に
対
す
る

支
援‥

４０
億
円

・
水
産
業
競
争
力
強
化
の
た

め
の
施
設
整
備
、
漁
港
機
能

増
進
（
広
域
浜
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
共
同
利
用
施
設
の
新

設
・
改
築
、
既
存
施
設
の
撤

去
、
安
全
・
省
力
化
の
た
め

の
施
設
整
備
等
を
支
援
）‥

５５
億
円

・
水
産
業
競
争
力
強
化
の
た

め
の
金
融
支
援‥

３
億
円

・
漁
協
の
経
営
・
事
業
改
善

（
浜
の
活
性
化
実
証
）‥

１１

億
円

○
水
産
物
輸
出
拡
大
緊
急
対

策
事
業‥

５６
億
円

・
水
産
物
輸
出
促
進
の
た
め

の
基
盤
整
備
（
公
共
）‥

５０

億
円

・
水
産
物
輸
出
拡
大
連
携
推

進
事
業‥

６
億
円

○
漁
業
の
担
い
手
確
保
・
育

成‥

１
億
円

二
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け

た
新
た
な
資
源
管
理
の
着
実

な
実
行
と
漁
業
経
営
の
安
定

○
水
産
資
源
調
査
・
評
価
緊

急
推
進
事
業‥

２
億
円

○
漁
獲
情
報
等
デ
ジ
タ
ル
化

推
進‥

２０
億
円

○
漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業

‥

４
２
５
億
円

○
特
定
水
産
物
供
給
平
準
化

事
業‥

５
億
円

○
水
産
業
労
働
力
確
保
緊
急

支
援
事
業‥

６
億
円

三
、
外
国
漁
船
対
策
等

○
韓
国
・
中
国
等
外
国
漁
船

操
業
対
策
事
業‥

４０
億
円

○
沖
縄
漁
業
基
金
事
業‥

３０

億
円

四
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興

○
激
甚
化
す
る
台
風
等
に
備

え
た
漁
港
施
設
等
の
強
靱
化

（
公
共
）（
岸
壁
の
耐
震
化
対

策
、
防
波
堤
の
耐
浪
化
対
策

等
を
支
援
）‥

２
３
０
億
円

○
海
岸
堤
防
等
の
対
策
（
公

共
）
（
堤
防
の
嵩
上
げ
、
補

強
や
老
朽
化
が
進
行
し
た
海

岸
保
全
施
設
の
改
修
等
を
支

援
）‥

６
億
円

○
漁
業
関
係
等
災
害
復
旧
事

業
（
公
共
）‥

４７
億
円

五
、
輸
出
先
国
の
規
制
や
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
加
工
施
設

等
の
整
備

・
食
品
製
造
業
者
等
に
よ
る

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
等
に
対
応
し
た

施
設
改
修
・
機
器
整
備
を
支

援‥

９０
億
円
の
内
数
（
食
料

産
業
局
計
上
）

・
集
出
荷
貯
蔵
施
設
、
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
対
応
型
の
卸

売
市
場
等
の
整
備
を
支
援‥

８０
億
円
の
内
数‥

（
生
産
局

計
上
）

六
、
経
営
継
続
補
助
金‥

５

７
１
億
円
の
内
数
（
経
営
局

計
上
）

七
、
国
産
農
林
水
産
物
等
販

路
多
様
化
緊
急
対
策
事
業‥

２
５
０
億
円
の
内
数
（
大
臣

官
房
計
上
）
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令令
和和
２２
年年
度度
第第
３３
次次
補補
正正
予予
算算

水
産
関
係
は
１
１
３
６
億
円

漁 港 漁 場 月 報

非非
公公
共共
事事
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昨
年
１２
月
に

閣
議
決
定
し
た

「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の

た
め
の
５
か
年

加
速
化
対
策
」

に
お
い
て
、
１

２
３
の
対
策
に

つ
い
て
、
中
長

期
の
目
標
を
定

め
、
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
の
５

年
間
で
、
重
点

的
か
つ
集
中
的

に
取
り
組
む
こ

と
が

決

ま

っ

た
。漁

港
施
設
に

お
い
て
は
、
大

規
模
地
震
・
津

波
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
予
測

さ
れ
る
地
域
の

拠
点
的
漁
港
に

お
け

る

防

波

堤
、
岸
壁
等
の
耐
震
・
耐
津

波
化
や
、
近
年
激
甚
化
す
る

台
風
・
低
気
圧
対
策
と
し
て

防
波
堤
等
の
耐
浪
化
、
越
波

対
策
、
浸
水
対
策
、
防
風
施

設
の
設
置
に
よ
る
防
風
対

策
、
被
災
後
の
水
産
業
の
早

期
回
復
の
た
め
の
電
源
確
保

対
策
や
避
難
に
も
資
す
る
人

工
地
盤
の
整
備
及
び
こ
れ
ら

の
漁
港
施
設
の
長
寿
命
化
対

策
を
推
進
す
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

本
対
策
を
着
実
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
震

・
津
波
に
対
す
る
漁
港
の
主

要
施
設
の
安
全
性
の
確
保

等
、
中
長
期
の
目
標
達
成
時

期
の
前
倒
し
実
現
が
図
ら
れ

る
見
込
み
で
あ
る
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
慶
び

の
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
中
、
人
々
の

生
活
を
防
疫
の
観
点
か
ら
抑
制

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
水
産

業
や
関
連
す
る
産
業
に
も
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
現

在
も
第
３
波
の
感
染
拡
大
を
防

止
す
る
た
め
、
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
漁
港
漁
場
協
会
の
活

動
も
、
大
き
な
制
約
を
受
け
ま

し
た
。
秋
に
北
海
道
函
館
市
で

開
催
を
計
画
し
て
い
た
全
国
漁

港
漁
場
大
会
を
１
年
間
延
期

し
、東
京
で
全
国
集
会
を
緊
急
開

催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、

移
動
自
粛
に

よ
り
都
道
府

県
協
会
の
会

議
等
へ
の
参
加
が
難
し
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
全
国
協
会
は
東

京
都
の
支
援
を
受
け
て
テ
レ
ワ

ー
ク
対
応
の
強
化
を
図
っ
た
ほ

か
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
等
の
活
用
等

に
よ
り
、
活
動
の
質
の
維
持
に

務
め
ま
し
た
。
ま
た
、
都
道
府

県
協
会
に
よ
る
要
請
活
動
や
漁

港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員
連

盟
等
の
国
会
議
員
の
助
力
を
得

て
、
漁
港
漁
場
整
備
予
算
等
の

必
要
性
を
主
張
す
る
活
動
に
努

め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
も
あ
り
、
令

和
３
年
度
水
産
関
係
公
共
予
算

は
、
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正

を
加
え
る
と
、
対
前
年
当
初
比

１
４
０
％
超
の
１
０
９
４
億
円

が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
第
４
次

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
の
最

終
年
度
予
算
と
し
て
事
業
実
施

に
支
障
が
な
い
水
準
が
達
成
さ

れ
た
と
考
え
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
、
次
期
漁
港
漁
場
整

備
長
期
計
画
の
策
定
に
向
け
、

現
長
期
計
画
の
進
捗
状
況
や
課

題
の
抽
出
、
地
方
か
ら
の
意
見

の
聴
取
等
が
本
格
化
し
ま
す
。

漁
港
漁
場
協
会
は
、
長
期
計
画

に
浜
の
声
を
的
確
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
活

動
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

現
長
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

た
後
、
顕
在
化
し
て
き
た
課
題

と
し
て
は
、
地
球
規
模
で
の
温

暖
化
の
進
行
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
影
響
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
関
し
て
は
、

大
幅
な
漁
場
環
境
の
変
化
に
対

応
し
た
資
源
回
復
方
策
の
検

討
、
激
甚
化
す
る
台
風
や
豪
雨

災
害
等
へ
の
備
え
の
強
化
等
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
脱
炭
素
社

会
へ
の
移
行
に
伴
い
、
漁
船
用

燃
料
を
含
め
た
石
油
系
燃
料
流

通
の
縮
小
が
起
こ
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
の
で
、
漁
港
で
の
漁

船
に
対
す
る
電
力
や
水
素
の
供

給
網
の
構
築
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
対
策
と
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
漁
村
か
ら

消
え
た
都
市
や
外
国
か
ら
の
訪

問
者
の
誘
致
・
回
復
方
策
を
、

加
え
て
、
国
の
内
外
の
都
市
部

に
お
け
る
消
費
動
向
の
変
化
に

対
応
し
た
水
産
物
の
生
産
・
流

通
体
制
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、漁
港
施
設
を
整
備
・
管

理
す
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
全
国
協
会
が
開

発
・
運
営
し
て
い
る
「
漁
港
情
報

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
」
が
、
こ

の
度
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

大
賞
の
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
市
町
村
支
援
の
観
点
か
ら

も
、国
と
ご
相
談
し
な
が
ら
、
普

及
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

以
上
、
所
感
を
申
し
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本

年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

第
４
回
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
大
賞
の
表
彰
式
が
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
１
月
８
日
（
金
）

に
開
催
さ
れ
、
「
漁
港
情
報
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
」
で
特
別
賞
を

受
賞
し
た
全
国
漁
港
漁
場
協
会

の
橋
本
牧
会
長
が
参
加

し
た
。

同
大
賞
は
、
国
内
の

社
会
資
本
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
優
れ
た
取
り
組

み
や
技
術
開
発
を
表
彰

し
、
最
も
効
率
の
良
い

手
法
・
技
法
と
し
て
広

く
紹
介
す
る
こ
と
で
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
産
業
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
理
念
の
普
及

を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

「
漁
港
情
報
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
」
は
、
従
来
、
漁
港
管
理

者
ご
と
に
異
な
る
方
式
で
蓄
積

し
て
い
た
漁
港
台
帳
、
工
事
履

歴
デ
ー
タ
、
老
朽
化
デ
ー
タ
等

の
漁
港
施
設
の
各
種
情
報
を
、

全
国
的
に
統
一
し
た
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
に
よ
り
ク
ラ
ウ
ド
上
で
一

元
管
理
す
る
も
の
。

今
後
、
全
国
漁
港
漁
場
協
会

で
は
、
漁
港
台
帳
、
老
朽
化
デ

ー
タ
等
の
漁
港
施
設
デ
ー
タ
の

ク
ラ
ウ
ド
で
の
統
一
的
運
用
を
、

現
在
実
施
中
の
１
３
０
漁
港
・

地
区
か
ら
更
に
拡
大
す
る
よ
う

漁
港
管
理
者
に
働
き
か
け
る
。

ま
た
、
漁
港
海
岸
保
全
施
設
や

漁
業
集
落
環
境
施
設
等
の
施
設

情
報
、
機
能
保
全
情
報
の
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
で
の
運
用
も
進

め
る
。

表
彰
式
で
主
催
者
を
代
表
し

て
挨
拶
し
た
赤
羽
一
嘉
国
土
交

通
大
臣
は
、
昨
年
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化

対
策
」
で
、
柱
の
一
つ
に
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
が
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
「
技
術

と
予
算
を
総
動
員
し
て
イ
ン
フ

ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
取
り
組
む
」

と
語
っ
た
。

選
考
委
員
長
を
務
め
た
東
京

都
市
大
学
の
三
木
千
壽
学
長
は
、

イ
ン
フ
ラ
の
損
傷
・
劣
化
の
早

期
発
見
と
早
期
措
置
の
重
要
性

を
指
摘
す
る
と
と
も
に
「
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
先
端
技

術
を
使
う
こ
と
で
格
段
に
進
化

す
る
」
と
し
、
技
術
の
さ
ら
な

る
発
展
に
期
待
し
た
。

１
月
１９
日
（
火
）
、
自
由

民
主
党
本
部
会
議
室
で
漁
港

漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員
連

盟
（
衛
藤
征
士
郎
会
長
）
の

第
１
回
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
検
討
委
員
会
（
鈴
木
俊

一
委
員
長
）が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
衛
藤
会
長
は
次
の

通
り
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

「
５
年
に
一
度
策
定
さ
れ
る

長
期
計
画
は
事
業
実
施
の
基

本
と
な
る
重
要
な
も
の
。
議

員
連
盟
と
し
て
も
地
方
の
声

を
し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
専
門

の
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。
委
員
長

に
は
岩
手
県
漁
港
漁
村
協
会

の
会
長
で
も
あ
り
、
現
在
の

長
期
計
画
策
定
時
に
も
多
大

な
る
ご
指
導
を
頂
い
た
鈴
木

副
会
長
に
就
任
い
た
だ
い

た
。
漁
港
漁
場
漁
村
の
整
備

に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
が

新
た
な
長
期
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
地
方
の
皆
さ

ん
か
ら
強
い
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
全
国
各
地
の
水

産
業
を
発
展
さ
せ
、
漁
村
を

守
り
、
支
え
て
い
く
た
め
に

も
、
委
員
各
位
に
お
か
れ
て

は
本
委
員
会
で
の
活
発
な
議

論
を
お
願
い
す
る
」。

続
い
て
鈴
木
委
員
長
と
宮

内
秀
樹
農
林
水
産
副
大
臣
の

挨
拶
の
後
、
水
産
庁
の
山
本

竜
太
郎
漁
港
漁
場
整
備
部
長

か
ら
現
行
計
画
の
進
捗
状
況

等
の
説
明
を
受
け
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

本
委
員
会
は
、
昨
年
１１
月

１２
日
の
議
員
連
盟
臨
時
総
会

で
鈴
木
俊
一
議
員
連
盟
副
会

長
を
委
員
長
と
し
て
設
置
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
の
後
、
鈴
木
委
員
長

の
人
選
に
よ
り
、
委
員
に
は

衆
議
院
か
ら
井
林
辰
憲
議

員
、
大
野
敬
太
郎
議
員
、
加

藤
寛
治
議
員
、
金
子
恭
之
議

員
・
議
員
連
盟
幹
事
長
、
谷

公
一
議
員
、
中
村
裕
之
議
員
、

西
銘
恒
三
郎
議
員
、
参
議
院

か
ら
江
島
潔
議
員
、
進
藤
金

日
子
議
員
、
舞
立
昇
治
議
員

が
就
く
こ
と
が
決
定
し
、
事

務
局
長
に
中
村
裕
之
議
員
、

事
務
局
次
長
に
進
藤
金
日
子

議
員
が
、
ま
た
、
相
談
役
に

衛
藤
征
士
郎
議
員
連
盟
会

長
、
浜
田
靖
一
議
員
連
盟
副

会
長
が
就
い
た
。

今
後
数
回
の
検
討
を
経
て

来
年
夏
ま
で
に
次
期
長
期
計

画
に
対
す
る
提
言
を
取
り
ま

と
め
、
議
員
連
盟
総
会
で
報

告
す
る
予
定
。

水
産
庁
か
ら
も
山
本
部
長

以
下
多
数
の
幹
部
が
出
席
し

た
。

（
十
二
月
三
一
日
付
）

退
職
（
整
備
課
長
）
浅
川

典
敬
▽
退
職
国
立
研
究
開
発

法
人
土
木
研
究
所
寒
地
土
木

研
究
所
寒
地
水
圏
研
究
グ
ル

ー
プ
上
席
研
究
員
（
水
産
土

木
）
へ
（
整
備
課
上
席
漁
港

漁
場
専
門
官
）
的
野
博
行

（
一
月
一
日
付
）

農
林
水
産
技
官
・
整
備
課

長
（
国
土
交
通
省
北
海
道
開

発
局
農
業
水
産
部
水
産
課

長
）
横
山
純
▽
計
画
課
計
画

官
（
計
画
課
計
画
班
計
画
係

長
）
本
宮
佑
規
▽
農
林
水
産

技
官
・
整
備
課
付
・
国
土
交
通

省
出
向
北
海
道
開
発
局
農
業

水
産
部
水
産
課
長
へ
（
国
立

研
究
開
発
法
人
土
木
研
究
所

寒
地
土
木
研
究
所
寒
地
水
圏

研
究
グ
ル
ー
プ
上
席
研
究
員

（
水
産
土
木
））渡
邉
浩
二

中
村
五
木
熊
本
県
漁
港
漁

場
協
会
会
長
（
な
か
む
ら
・

い
つ
き＝

熊
本
県
天
草
市

長
）
が
１２
月
３１
日
、
急
性
心

筋
梗
塞
の
た
め
天
草
市
の
病

院
で
死
去
し
た
。没
年
７１
歳
。

葬
儀
は
１
月
２
日
に
行
っ

た
。
喪
主
は
妻
の
素
子
（
も

と
こ
）
さ
ん
。

熊
本
県
漁
港
漁
場
協
会
会

則
第
１０
条
２
項
に
基
づ
き
、

当
面
の
間
、
中
逸
博
光
副
会

長（
長
洲
町
長
）と
山
田
豊
隆

副
会
長（
津
奈
木
町
長
）が
会

長
の
職
務
を
代
行
す
る
。

��������� 	
�

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員
連
盟

第
１
回

漁
港
漁

場
整
備

長
期
計
画
検
討
委
員
会
開
催

次
期
長
期
計
画
に「
浜
の
声
」の
反
映
を

年年頭頭のの

ごご挨挨拶拶

（
公
社
）全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長

橋
本

牧

挨拶する鈴木委員長（中央）

漁 港 漁 場 月 報

拠点漁港の防災・減災、長寿命化を推進

「「防防災災・・減減災災、、国国土土強強靱靱化化ののたためめのの５５かか年年加加速速化化対対策策」」

水水
産産
庁庁
人人
事事
異異
動動

「「「「「「「「「「
漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁
港港港港港港港港港港
情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報
クククククククククク
ララララララララララ
ウウウウウウウウウウ
ドドドドドドドドドド
シシシシシシシシシシ
スススススススススス
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三木委員長（右）から表彰状を授与さ
れる橋本会長
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ににににによよよよよるるるるる漁漁漁漁漁村村村村村ののののの活活活活活性性性性性化化化化化


